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Abstract: This paper aims to examine the way “food” is depicted in “Kabe (The Wall) 
(1951) written by Abe Kobo. “Kabe” is Abe's first collection of works, and it consists of 
three parts: “S.Karuma-shi no Hanzai (The Crime of S. Karma)” (1951), “Akai Mayu (The 
Red Сосооп)” (1950), and six other works. Based on discussions in previous studies, 1 
first aimed to clarify where Abe's “consistent intention” in his “Postscript” can be found 
from the perspective of quantitative text analysis using KH Coder. Then, | chose “food” 
as one of the indicators to support the worldbuilding and the actions of the characters in 
the work. І pointed out that the variety of both food and drink is limited, also there аге no 
significant descriptions of taste, and that it can be inferred that what people eat is divided 
according to their positions in the story. In “Kabe”, the description of “food” is used as a 
trigger for the characters to move on to the next action. 
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жш: 本 稿 で は 、 安部 公房 [Bë] (月曜 書 房 、1951) を 取り 上 げ 、 そ の 「 食 」 の 描か れ か た を 
考察 する 。『 壁 』 は 安部 に と っ て 最初 の 作品 集 で ある 。 三 部 構成 を と り 、「S・ カ ル マ 氏 の 犯罪 
」(『 近 代 文 学 』 [1951-3], 第 25 回 共 川 賞 受賞 作品 ) 、「 赤 い 葵 」(『 人 間 』 [1950-12], 第 2 回 
戦後 文学 賞 受賞 作品 ) な ど 6 作 を 収め る 。 安部 は 、 この 作品 集 の 「 あ と が き 」 で 、「 こ の 三 篇 は 、 
三 部 作 と 断っ つて あり ます と お り 、 だ いた い 一 貫 し た 意図 に よっ て 書か れ た も の で す 」 と 記す 。 本 稿 で 
は 先行 研究 で の 議論 を 踏ま えつ つ 、 まず は 、 安部 が 「 あ と が き 」 に 示す 「 一 貫 し た 意図 」 が どこ に 
み ら れ る か 、KH Coder を 用 い 、 計 量 テ キス ト 分 析 の 観点 か ら 明 ら か に する こと を 目指 し た 。 
その 上 で 、 作品 世界 や 作 中 人 物 の 行動 を 支え る 一 つの 指標 と し て 「 食 事 」 を 取り 上 げた 。 食べ べ 物 、 
飲み 物 い ずれ に お いて も 種類 が 限ら れ て いる こと 、 味覚 に 関わ る 目立っ た 描写 が な いこ と 、 作 中 
人 物 の 立場 に よっ て 口 に する も の が 分 けら れ て いる と 
推測 で きる こと な ど を 指摘 し た 。 ГЕЛ に お いて 、 
「 食 」 の 描写 は 、 作 中 人 物 た ち が 次 の 行動 に 移る 際 の きっ か け と し て 用 いら れ て いる と 考え られ る 。 


キー ワー ド : 安 部 公房 、『 壁 』 、 計量 テキ スト 分 析 


は じ め に 


本 稿 で は 、 
[Ez] (月 曜 書房 、19s1) か ら 考 える 。 以下 、2. で は 、 安 部 公房 の 略歴 


今回 、 安部 公房 文学 の 「 食 」 に つい て 検討 する 機会 を くだ さっ た Diego Cucineli 先 生 ( 
この 場 を お 借り し て 改め て 感謝 申し 上 げ ま す , 
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お よび 戦後 の 言論 統制 を 概観 し 、 本 稿 で の 論点 を 述べ る 。3. で は 、 計 量 

テキ スト 分 析 の 手法 を 用 い 、『 璧 』 の 全体 を 整理 し た 後 、「 食 」 に 関連 

ү у: 4719. [Eš] を 通し て 安部 が 何 を 目指 そう と し た 
か 、 そ れ に 「 食 」 が どう 関わ っ て いる か 、 考 え を 述べ る 。 
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2. 安部 公房 と 1950 年 代 


21 安部 公房 


安部 公房 (1924-1993) は 、 満 洲 医 科大 学 で 栄養 学 を 専攻 し た 父 ・ 浅 吉 と 、 
社会 主義 運動 や プロ レタ リア 文学 に 関心 を 寄せ て いた 母 ・ ヨ リ ミ の 間 に 
二男 二 女 の 長男 と し て 、 東 京 で 生ま れ た 。 翌年 、 当 時 の 満 洲 国 奉天 市 
現 ・ 中 華人 民 共 和 国 境 蜜 省 沙 陽 市 ) に 渡っ た 安部 は 、 高 校 入学 ま で の 大 半 の 
時 間 を そこ で 過ごす 。40 年 、 奉 天 第 二 中 学校 を 16 歳 で 修了 後 、 単 身上 京 、 
旧制 成城 高等 学校 理科 選 類 に 入学 する 。 卒業 後 は 、 東 京 帝 国 大 学 ӨЙ. 
東京 大 学 ) 医学 部 医科 に 入学 、 日 本 の 敗戦 が 近い と 聞き 知っ た 44 年 に 再び 
奉天 に 渡る 。46 年 に 引揚 げ 船 に より 満 洲 か ら 日 本 に 戻っ た 安部 は 、 高 校 
時 代 の 担任 で あっ た 阿部 六郎 (1904—1957) を 介し 壇 谷 雄 高 (1909—1997) に 
送ら れ た 「 故 卿 を 失 ひ て 」 第 1 章 の 『 個 性 』 掲載 (1948・2) を も っ て 文壇 に 
Ж, КА СНО НТЉ ГЕЈ も また 初期 に 位置 づけ られ る 。 
安部 に は 、 広 く 知 られ て いる 作品 の 一 つ に 『 砂 の 女 』 (新潮 社 、1962) 
が ある が 、 第 14 回 読売 文学 賞 を 受賞 し た 後 、 様 々 な 言語 に 翻訳 され 、1968 
年 に は フラ ンス 共和 国 で 最 優秀 外国 文学 賞 を 受賞 し た 。 そ れ に 続き 、 他 の 
作品 も 翻訳 版 が 発表 され る ? な ど 、 国 内 外 に 多く の 読者 を 持つ こと が 想像 
で きる 。 著作 集 お よび 全集 と し て 、『 安 部 公房 戯曲 全集 』 ( 全 1 巻 、 新 潮 
社 、1970) 、『 安 部 公房 全 作品 』 ( 全 15 巻 、 新 潮 社 、1972-1973) 、『 安 
部 公房 全集 』 ( 全 30 巻 、 新 潮 社 、1997-2009) な ど が ある 。 ま た 、2012 年 
に は 最初 期 の 短編 「 天 使 」 が 発見 され 、『 新 潮 』 (2012・12) に 掲載 され 
た 後 、 当 該 作品 を 含む 初期 短編 11 編 か ら な る 『< 霊 媒 の 話 よ り > 題 未定 
安部 公房 初期 短編 集 』 (2013、 新 潮 社 ) も 編 ま れ た 。 


р 


22 [Bë] と 同時 代 評 、1950 年 代 の 安部 


次 に 、 作 上 品 集 『 壁 』 の 文献 情報 を 確認 し て いく 。 こ の 作品 集 は 、「 序 
| > 「 あ と が き 」 を の ぞ き 、 第 一 部 、 第 二 部 、 第 三 部 に 分 か れる 。 


2 『 安 部 公房 全集 』 зо (新潮 社 、 2009) 所 収 「 被 翻訳 作品 目録 」 に よれ ば 、 2008 年 6 月 

時 点 で 翻訳 され て いる 作品 は 、「 作 品数 7$、 ы: а 数 340、 雑誌 掲載 64 点 、 
安部 公房 の 著書 228 点 」「 共 著 s8 点 」 で ある 。 な お 、 こ こ に は 同一 出版 社 に よる 重版 は 
含ま れ な い 。 

3 石川 淳 (1899-1987) に よる 
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それ ぞ れ の 表題 作 は 「S љо I +, 「 バ ベル の 塔 の 狩 」?、 
ПЕМ) で あり 、 こ の うち 、 第 三 部 の 「 赤 い 蘭 は 、「 赤 い 蘭 」 「 洪 水 」 
「 魔 法 の チョ ー ク 」 「 事 業 」 か ら な る 。 そ れ ぞ れ の 作品 は 、『 盛 』 に 収め 
られ た の と は 別に 雑誌 % に も 発表 され て いる 。 表 1 は 、 そ れ ぞ れ の 作品 に 
つい て 、 主 な 作 中 人 物 と 語り 手 を 整理 し た も の で ある 。 


表 1 
部 | 作品 名 主 な 作 中 人 物 (職業 ) 語り 手 
— |S・ カ ル マ 氏 の 犯罪 | 「S・ カ ルレ マ 」(N 火 災 保 険 ・ 資 料 課 ) | 一 人 称 (ぼく ) 
「Y 子 」(N 火 炎 保 険 ・ タ イビス ト ) 
КОШ 
охе 「 ア ン テ ン 」 (貧し い 詩 人 ) 一 人 称 (ぼく ) 
БМ J 
三 VAI 「 お れ 」 Л (お れ ) 
「 女 ] 
彼 」 
洪水 「 あ る 貧し い 、 し か し 誠実 な 、 哲 学者 」 | 非 人 称 
СЕТ 
「 大 工場 主 」 
「 政 府 の 高官 」 
一 王 や 元首 た と 」 
魔法 の チョ ー ク 「 ア ル ゴ ン 君 」( 貧 し い 画 家 ) 非 人 称 (焦点 化 : ア 
イヴ | ミス ・ ニ ッ ポ ン ) мї) 
事業 「 私 」( す ぐれ た 司祭 、 食肉 加 工業 ) | 一人称 (私) 
これ ら の 作品 に つい て 、 會 根 博 義 [ 編 ] 『 文 藝 時評 大 系 昭和 編 I』 
( 全 13 巻 ・ 別 養 、 ゆ ま に 書 房 、2008-2009) を も と に 、 同 時 代 評 を 整理 


し た ( 表 2) 。 
見 し て 、「S・ カ ル マ 氏 の 犯罪 」 (第 一 部 ) に 関す る 言及 が 多い こ 
、 次 に 「 赤 い 黄 」 (第 三 部 ) 1 に 関す る 言及 が 多い こと が わか る 。 この 
ү こ 対 する 言及 回 数 が 多い の は 、 こ の 二 作 が 文学 賞 7 を 受賞 し た こと が 
関わ っ て いる だ ろ 25。 
мыган ON 19S0 年 前 後 の 本 の 状況 を 確認 し て お きた い 。 特に 、 作家 で 
あっ た 安部 公房 が 影響 を 受け た と 考え られ る 、 言 論 に 関す る 状況 と そ み て い 


I 
ТЕТ 


* 初 題 「 壁 一 き ・ カ ル マ 氏 の 犯罪 一 」 。 195043 А5Н 
š 1950 年 5 月 13 日 掴 筆 。 
в 初出 は 以下 の と お り 。「S・ カ ル マ 氏 の 犯罪 」(『 近 代 文学 19s1・2) 、「 バ ベル の 塔 の 
j| (TAPI 19s1・5) 、「 赤 い 蘭 」(『 人 間 』 19s0・12) 、「 洪 水 」(『 人 間 』 19s0・12) 、 
ОЯ (ЛАЛ igs0・12) 、「 事 業 」(『 世 紀和 群 』 9s0・12、 奥付 な し ・ 推 
Ж) 。 
7 із, ТАКО が 受賞 し た 戦後 文学 賞 は 、 月曜 書房 が 創設 し た 賞 で ある 。 審査 員 
は 、 野 間 家 、 椎 名 麟 三 、 花田 清 輝 、 佐 々 木 基 一 、 填 谷 雄 高 。 


° 
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こう 。 よ く 知 られ て いる と お り 、 第 二 次 世界 大 戦後 、 日 本 で は 言論 統制 が 
敷 か れん た 。 そ れ を 示し た の が 、 表 3 で ある 。 


2, 


表 3 


сно вании: елата ne 
ссо: 2 sI (жие) мн 


1945 


ссок ¿sunan жаят) 589 |, qa? 


GHQ ITT * Т 


1948 
НАЧ о ТЫ 8 
Сссо: > 5ИМИЕШ ИШЕ IO 1949 
IO まま 
1950 Фалк 
魔法 の チョ ー ク 
2  S・ カ ル マ 氏 の 犯罪 
1951 
5 меод о 
ї#52Ж Ж ССнО /SCAPI: + る ВЖБИСШИ 
2, € t =т= ( nr "І the Аа е е 


ЕСД 
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戦後 の 言論 統制 は 、194S 年 9 月 СНО (General Headquarters) が 
各 報 道 機関 に プレ スコ ー ド を 通達 し た こと か ら 始 まっ た 。 そ れ を 
うけ 、CCD (Civil Censorship Detachment) が 雑誌 検 開 を 始め た 。 最 初 は 
事前 検 彫 で あっ た が 、1947 年 に は 事後 検 閥 に 切り 替わっ た 。1948 年 に GHQ_ 
が 事前 検 開 を 中 止 し た こと に より 、 ほ と ん どの 雑誌 が 事後 検 関 の 対象 に 
な っ た 。 そ の 後 、49 年 に は CCD に よる 雑誌 検 閣 は 廃止 され た 。 た だ し 、1952 
年 まで GHQ ノ SCAP (Supreme Commander for the Allied Powers) に よる 
日 本 占領 は 継続 し た 。『 壁 上 』 に 収め あら れる 作品 は すべ て 、 こ の 間 の 時 期 に 
МЕ し * 発 表 さ れ た わけ だ が 、 安 部 は 、 検 開 を 警戒 し て いた 可能 性 ? も ある 。 


2.3 問題 の 所 在 


хс. [ЕЛ о の 「 あ と が き 」 に は 、 次 の よう に 書か れ て いる 
この 三 交 は 、 三 部 作 と 断っ て あり ます と お り 、 だ いた い 一 貫 し た 
RI 壁 と いう の は その 方 法論 に ほか な 
り ま せん 。 燥 が いか NIS 壁 が いか に 
人 間 の 精神 の よき 運動 と な り 、 人 間 を 健康 な 笑い に さそ うか と い 5 う 
こと を 示す の が 目的 で し た 。 し か し こ he いて 壁 に も 階級 が 
ある こと を 、 そ し て この 壁 が あま り に も 小市民 的 で あり すぎ た こと 
を 思い 、 い ささ か 悔 ま ず に с 
2.2 で 挙げ た と お り 、『 壁 』 に 収め られ た 作品 は 、 作 上 品 集 に 収め られ る 
以前 に 雑誌 に 掲載 され て お り 、 先 行 研 究 の 多く は 個別 作品 の 考察 で ある 。 
本 稿 で は 、 そ れ ぞ れ の 作品 が 作品 集 『 壁 』 と し て まとめ られ た 意味 、 つ ま 
у. ГЕМЕ осо [а] 2° 「 一 紀 し た 意図 に よっ て 書か れ た も の 」 
で ある と する 理由 、 し か し な が ら 、「 壁 に も 階級 が ある こと を 、 そ し て こ 
の 壁 が あま り に も 小市民 的 で あり すぎ た こと 」 に 気づい た と いう の は どこ 
に 現れ る か を みて いき た いと 考え て いる 。 本 稿 で は 、「 食 」 へ の 着目 を 
通し て 、 食 に まつ わる 描写 が 『 壁 』 の 各 作 品 に どう 現れ 、 そ れ が どう いう 
効果 を も た らし て いる か 、 と いう こと を 考え た い 。 


s 「S・ カ ル マ 氏 の 犯罪 」 に つい て 、 安部 は 「 ひ どく 不遇 な 作品 だ っ た 。 書き あげ て か ら 

半年 だ っ た か 一 年 だ っ た か 、 ほとんど 全 部 の 雑誌 社 を 転々 と し た あげ く 、 どう に か 近 
代 文 学 に ひろ っ て も ら っ た 。 つま り そ れ だ け 型 破り で 、 新 し か っ た わけ で ある 」 と 述懐 
し て いる 。「「 璧 」 の 空想 力 」『 読 売 新聞 』 (19s4・11・15) 朝刊 8 面 。 

° 安部 の 生前 未 発表 作品 の 一 つ に 「 保 護 色 」 (19s1・s) が ある 。 『 安 部 公 
о 身 が 作品 集 の あと が き を 書き 終え 
後 、 石 川 淳 に 序文 の 礼 を 書簡 (195155519) に 認め て いる 。 安 部 は 雑誌 『 群 
像 』 へ の 掲載 を 望ん だ が 、 そ れ ! з この 経緯 に つい て は 、 抽 稿 
「 安 部 公房 「 保 護 色 」 の 素材 と 方 法 一 シュ ルレ アリ スム と マル クス 主義 理論 
の 実践 と し て 一 」『 京 都 大 学 国際 交流 セン ター 論 攻 』 (2016・2) 1-19 頁 で 

論じ し た 。 「 保 護 色 」 以 降 に 発表 され た 作品 で は 、 ギ リ 2: x マ 神 話 や 

イソ ッ プ 富 話 に こ 材 を 取っ た も の が 増え る 。 「 保 護 色 」 が 雑誌 に 掲載 され な 

か っ た こと が 、 ара С 

いる 。 
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з. 計量 テキ スト 分 析 に よる 結果 ・ 考 察 


зл [ë] 


分 析 に 


ӨӨ 


Ө 


@ 
まず は 


の 長 さ で ある 。 KH Coder の 「 文 


[ЖКН Coder" を 用 いた 。 
踏ん だ 。 具 体 的 な 手 
デー タ を テキ スト ファ イル や 【 
рэ ПЕОН) э КААН | 


の テキ スト の 特徴 を み 


る 
今回 の 分 析 | 


KH Coder で 、「 前 処 
で 解析 。 


こ あ た り 、 い くつ か の 手 
順 は 以下 の と お り で ある 。 
と する 。 


② の 結果 を も と に 、 元 の ファ イル に 処理 を 行う 


A) [° J [=] Í+ 
В) ГЈ 「!」 を 名 
Ui 」 


E) 算 用 数 字 を すべ て 


」 を 削除 。 
D) 数 式 を 「X」 に 置換 。 


点 に 置換 。 


全角 に 置換 。 


KH Coder で 、② の 手 


順 で 再 解析 
『 壁 上 』 の 作品 全体 を みて お きた い 。 
書 の 単純 集計 」 を も と に 


° 


] 「x」 を 読点 に 置換 。 


順 を 


最初 に 確認 する の は 、 文 


、 各 作品 に 2 \ 


て 、 文 の 長 さ の 平均 を と っ た (24) 。 
表 4 
部 | 作品 名 文 の 長 さ の 平均 
= S・ カ ル マ 氏 の 犯罪 16.2 (47009 字 /2910 文 ) 
— | バ ベル の 塔 の 狗 16.5 (24925 字 /1507 文 ) 
= ZV RBI 15.9 (1647 字 /103 文 ) 
洪水 24.6 (2459 字 /100 文 ) 
魔法 の チョ ー ク 13.5 (6374 字 /472 文 ) 
事業 22.5 (2996 字 /133 文 ) 
これ ら 、『 璧 』 に 収め られ た 各 作 品 の 文 は 相対 的 に 長い の か 、 あ る い 


は 短い の か 、 他 の 日 本 近 現代 文学 作家 に よる 作品 と 比較 し て みよ う 。 前 


川 (1995) "に は 、 夏 目 激 石 、 川 端 康成 、 太 宰 治 ら の 作品 が 並 


о 計量 デキ スト 分 


に つい て 、 樋 口 (2020) は 、「 計 量 的 2 


分 析 し 、 


п Excel を 


の セル に まとめ る 。 


о 前 川 守 
店 、 1995 
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ЕТ 


^о 


£ (5). 


fF を 行う ソフ トウ ェ ア で ある 。 URL は htps://khcoder.net/。 製作 者 の 


樋口 耕一 氏 о о され て いる 。 計量 テキ スト 分 析 


分 析 手法 を 用 いて テキ スト 型 デ ー タ を 整理 また は 


内 容 分 析 (content analysis) を 行う 方 法 で ある 」 と 定義 する 。 


『1000 万 人 の コン ピュ ー タ 科学 (3) 文学 編 文章 を 科学 する 』 (岩波 書 


いた 。 一 番 上 の 行 に 「 テ キス ト 」「 部 」「 章 」 を 記し 、 テ キス ト は 一 段落 を 一 つ 


REPRESENTATION OF FOOD IN THE COLLECTION ОЕ WORKS КАВЕ 


[Bë] озот М тё] L CIR. ЗВО [EJ — ГАШ] | 
が ある 。 前 川 が 分 析 し た 作品 の うち 、 文 の 長 さ の 平均 が も っ と も 短い の 
は 、 志 人 賀 直哉 「 暗 夜行 路 」 の 25.6 で ある 。 一 方 、『 盛 』 に お いて 、 文 の 長 
さ の 平均 が も っ と も 短い 作品 は 「 魔 法 の チョ ー ク 」 で 13.5、 も っ と も 長い 


「 洪 水 」 で も 24.6 で あり 、『 壁 上 』 に 収め られ る 作品 は 文 の 長 さ が 極め て 
短い こと が わか る 


gn 9 BRITT $p š (1905) 29.8 
ажы 坊っちゃん (1I ぐ 06) 30.9 
љкав 域 の 崎 に て (1917) 28.8 
*#KA t чї (1921) 25.6 
ША 伊 合 の 踊子 (1926) 30.2 
1115418 26 2109 (1935) 55.5 
8421—01 55 (1943) 170.1 
*# MH (1947) 71.4 
жє А216 (1948) 48.7 
#3 {0 (1958) 47.8 
大 演 健 三郎 万延 元 年 の フッ ト ボ ポー ル (I967) 43.0 
村上 春樹 羊 を めぐ る 冒険 (I782) 36.7 
吉本 ば な な キッ チン (1987) 35.7 
吉本 ば な な うた か た (1988) 41.2 
нім &9120@9 (1994) 46.2 


3.11 『 壁 』 に お いて 多く 用 いら れ て いる こと ば 


次 に 示す の は 、『 壁 』 全体 で 頻出 し て いる と 考え られ る 語 菓 で ある ( 表 6) 。 
多 し | こ 60 の 語 を 示し 、 作 中 人 物 名 を 表す 語 に а は 網 掛 ( け を 施し た 。 


表 6 
юй ин юй ин юй шек юе 出現 数 
F< паз п 97 Ww 77 о юш 60 
t> 365 分 る 95 ПЛ: 75 自分 60 
思う 233 える 92 出る 72 ҥч 60 
nz, 161 А ql る 72 _- 57 
Y チ 142 ドク トル 89 行く 69 +š 55 
ж 137 + 89 目玉 69 聞く 55 
お れ 120 я 83 ドア 67 立つ 55 
[М 120 $, 8! ユル バン 67 ñ 54 
KU 106 見 える 80 g: 67 4 5а 
" 98 名 前 78 n 60 証人 52 


в 7=7Ë L. 前川 の 調査 で 志 さ れる 文学 作品 の ほとん ど は 、 中 長編 で あり 、 純粋 に 比較 で 
きる も の で は な いこ と は 注意 すべ き で ある 。 
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作 中 人 物 の 名 前 の 他 に 、 「 言 う 」 「 思 う 」 「 見 る 」 [225] 「 考 える 」 
と いっ た 動詞 が 多く 使わ れ て いる こと が わか る 。 それぞれ の 動詞 が どう 
いう こと ば と と も に 使わ れ て いる か 、3.1.2 で みて みよ Э, 


342 「 如 』 に お ける 頻出 語 の 共 起 関係 


Иіс. ГЕЛ に お いて 出現 パタ ー ン が 互い に 近い 語 菜 は どう いう も の 
だ っ た か を みて いく た め 、 共 起 ネ ットワーク を 作成 し た ( 図 1) 。 


図 1 


8 
6-9 = Р 
7м 


線 の 色 の 濃 さ は 、 相 関 性 (Correlation) の 強 さ を 意味 し 、 ま た 円 の 大 き 
さ は 、 頻 度 (Frequency) の 高 さ を 表す 。 こ の 図 か ら 、 例 えば 、「 ぼ ぽく 」 
と いう こと ば は 「 言 うろ 」 「 思 う 」 「 見 る 」「 分 る 」 と 一 緒 に よく 使わ れ 
て いる こと が わか る 。 


заз 『 壁 』 それ ぞ れ の 部 に お いて 特徴 的 な こと ば 


к. [ae] それ ぞ れ の 部 に お いて 高い 確率 で 現れ た 語 菓 を まとめ た 
(#7) 。 先 ほど と 同じ く 、 作 中 人 物 を あら わす 語 臣 に は 網 か け を 施 し た 。 
これ ら は 、 デ ー タ 全体 に 対し て 、 そ れ ぞ れ の 部 に お いて 特に 高い 確率 で 出 
現し て いる 語 薬 で ある 。 
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表 7 
S・ カ ル マ 氏 の 犯罪 バベル の 増 の 包 Law] 

ә .093 ぼく 164 お れ -056 
53 .055 m .062 アル ゴン 君 .048 
Y+ .042 Е .035 ィ ヴ .033 
ж 035 見 る .030 2 .033 
見 る .03! 見 える .021 描く .032 
ドク トル .030 知る .021 世界 030 
+4 .026 B .021 * 024 
パパ .025 考え る .020 チョ ー ク .022 
名 前 .023 АМ .020 ЕЗ .020 
被告 .023 バベル の 塔 .019 事業 .019 

А Јоссогасо йм 1 


第 一 部 で は 「 言 う 」 「 思 う 」 が 、 第 二 部 で は 「 ぼ く 」 「 狩 」 が 、 第 三 部 
で は 「 お れ 」 「 ア ル ゴ ン 君 」「 イ ヴ 」 が それ ぞ れ の 部 を 特徴 づけ る 語 臣 と 
いえ る 。 続け て 、 三 部 それ ぞ れ の 部 分 に 特徴 的 な 語 臣 を 調べ る た め 、 対 応 
分 析 を 行っ た ( 図 2) 。 


図 2 


成分 2 (0 2789, 42.48%) 


2 
801 (0.3626, 56 52%) 
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対応 分 析 で は 、 ど の 部 分 に も 偏り な く 現 れる 語 臣 は 、 原 点 (0,0) の 
「 思 う 」 АЉ Щр ТЕЛІ 
「 刻 」 な ど が それ に あたる 。 偏 りな く 現 れる と いう の は 、 つ まり 、 そ れ 
ぞ れ の 部 を 特徴 づけ る 語 筑 で は な い 、 と いう こ 
対し て 、 原点 か ら み て 例え ば 、「 ア ル ゴ ン 君 」 や 「 描 く 」 な ど は 原点 か ら 
に 特有 の 特徴 的 な 語 葉 だ と いえ る 。 


近く に 出 て くる 。 例 えば 、「 部 屋 」 


遠く 離れ て お り 、 第 三 部 「 赤 い 黄 」 


32 [Bë] に み ら れ る 「 食 べ る 」 こと 「 飲 む 」 こと の 描写 


と を 意味 する 。 “それに 


ы は 、 内 容 に し て 分 析 を 進め て いこ 
\ 上 位 10 種 を 表 8 に 示 し た 。 


る 食べ 物 に шыс. йо» 


表 8 
抽出 語 出現 数 
コー ヒー 18 
パン 14 
肉 13 
リン ゴ 10 
パタ ー 9 


抽出 語 
Ж 

Ж 

ウィ スキ ー 
JES 
チー ズ 


dm 


о. жа, нен 


出現 数 


N N N Pp O 


ДТ, КН Coder の KWIC ジ コン コー ダン ス を 用 い 、 作 中 で の 「 食 べ 
る 」「 飲 む 」 の 描か れ か た を みて いく 。 


3.21 第 一 部 「S・ カ ルレ マ 氏 の 犯罪 」 
第 一 部 「S ・ カ ル マ 氏 の 犯罪 」【 


w これ ら か ら 、「 一 貫 し た 意図 」 に 関し て 新た な 3 


い 。 別 稿 を 設け た い 。 
Key Words In Context の 頭 文字 。 


1 


ム の 


に は 、「 食 べ る 」 が 六 例 、 「 飲 む 」 が 


と か 。 


四 例 ある 。 す べ て 語り 手 「 ぼ く 」 が 口 に する も の で あり 、 「 ス ー プ 」 
「 パ ン 」 Ойы] [Ж] 「 お 茶 」 が 挙げ られ る 。 
過 マ ン ガ ン 酸 カリ ウム 水溶 液 @ の こ 


「 カ メレ オン の 涙 」 と は 


青眼 点 を 見 出す こと が で きる か も し れ な 


16 Тарап Knowledge Lib 参 照 。「 漂 


ヨ 、 和 殺菌 剤 な ど に 


1 いる 」 。 https://japanknowl- 


edge.com/lib/search/basic/?q1=%E3%82%AB%E3%83%A1%E3%83%AC%E3%82%AA%E 


3%83%B3%E6%B6%B2 үзе 


閲覧 ) 


第 二 部 レミ ミル の 塔 の 狩 」 に GR 
の s алыш 玉 を つく る こと を 思い つい た 。 
oN と ある 。 
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前 接 後 接 
空腹 の せい か も し れ な いと 思っ て 、 食 | 食べ まし た 。 数 量 ま で わざ わざ 書い た の 
堂 に 行き 、( そ う で な く て も 行っ た の で は 、 ゆ ろ ん そ れ が ぼく の 普通 量 で な い 
| う が 、) スー プ 二 杯 と パン 一 正 半 を こと を 明示 する た めで す 。 
と ころ が そう し て いる 間 に も 、 そ の 変 | 食べ る | の を や め ま し た 。 
な こと は いよ いよ 変 に な り 、 胸 は ます お な か は と っ くに 一 杯 に な っ て いる の 
ます か ら っ ぽ に な っ て 行く の で 、 ぼく で し た か ら 。 
は それ 以上 
数 学者 が また 怒鳴 り ま し た 。「 そ れ で | 食べ まし た 。 」「 そ れ で 。 | 
被告 が どう し た 。 」  「 被 告 は 今朝 わ 
た し の 店 に き て パン を 
「 そ れ で 。 」「 被 告 は パン を 食べ て し まい まし た 。 」「 盗 ん だ の だ な 。 | 
а いま し た 。 
\ い え 。 J と 少女 は びっ くり し て 言 
Буса 
し ば らく うと うと し て 、 時 計 を 見 る と 十 | 食べ て 、 水 を 飲む と 、 急 に 睡 た く な り ま し 
一 時 半 で し た 。 名 刺 は まだ 帰っ て い Ss 着 蒼 え を すま せ 、 今 度 は 本 格 的 に 
ませ ん で し た 。 ノ 塩 豆 を ひと つか み ベッ ド に も ぐり こみ まし た 。 
塩 豆 を ひと つか み 食 べ て 、 水 を 飲む と 、 急 に 睡 た く な り ま し た 。 
大 き な あ く び を 両手 の 中 に うず め 、 顔 | 食べ 、 水 を 飲 す と 、 
を 上 げ る と も う 外 が 明る く な っ て いま 急 に 心 が ふ さ ぎ 、 悲し く な り ま し た 。 
し た 。 昨夜 の 残り の 塩 豆 を 
昨夜 の 残り の 塩 豆 を 食べ 、 水 を 飲む と 、 急 に 心 が ふ さ ぎ 、 
悲し く な り ま し た 。 
異様 な 物音 が 、 ぼ く の す ぐ わ き で 起り 、 | お いし い | と 思っ た こと が な い ほ ど 、 
それ が 実に な ん と も 形容 し が た い 音 な お いし い お 茶 で し た 。 
の で 、 ぎょ っ と し て 顔 を 上 げ る と 、 白い 
а こ 向 いた 管状 の 口 か 
い 燕 気 を は き 、 激しく 身 を ふる わ 
_ し た 。 それ は 電熱 器 に 
か けた や か ん で 、 い つの ま に か ぼく は 
また 部 屋 に いる の で し た 。 プ そ ん な に 
水道 の 管 に 品 を つけ て 、 胃 に 重 味 を | 飲み まし た 。 時 計 を 見 る と 、 や は り 十 二 時 を 
感ずる ほど 指し て いま し た 。 
瓶 に は 「 カ メ — と 書い て あ | 飲む | 気 に は な れ ま せん で し た 。 
り ま し た 。 ノー を つけ て み ま し た 
が 、 どうも 
この 他 、 語 り 手 「 ぼ く 」 が 「 小 麦 燈 を フラ イ バ パン に か ける 」" 場 面 が 描 


か れる 。 た だ し 、 


"中国 料理 の 一 つ 「 餅 
一 品 料 理 の 部 』 


「 ぼ く 」 が それ を 


(Bib ing) の 可 


(初版 は 満 洲 事情 案 


189 頁 に Г ОА 


材料 プ メ リケン 粉 コ ツ プ 五 杯 方 法 
生 粉 を ふる 、 そ の 上 に ラー ド を 少し 引 


が あり 、 安部 も 幼 2 


єп \ ЖОС ЮЕ (С 


Ы) 
&/——ОЖ ул Z 4 >— КА 


性 も ある 。 佐藤 美 
内 所 、 1942、 披 本 は 大 空 社 出 版 、 2020) 
期 を 過 
た 1 メリ ケン 粉 を 水 で ね る 、 麺 棒 で 延ばし 


に する こと は な い 。 


智子 ・ 小 原 楓 『 満 洲 料理 法 


ご し た | 


旧 満 洲 で 食べ て いた か 。 


いて 
5/3 . с 
に 引き 、 火 に 


E 粉 を 又 そ の 上 に 少 ка それ を く 
棒 で 平 に の ば す 、 
か け て 両面 を 焼く _ 
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ぼく は 邊 を すす りな が ら 小 麦 柱 を フラ イ バ パン に か け て 焼き まし た 。 ノ 丁 
аии 
由 は 分 り ま せん で し た が 、 何 か し ら 理由 を 感じ て 、 ぼ く は 返事 を せ ず に 
ア を に は 、 返 事 を 待た ず に 勝手 ( 
て で てき て し まい まし た 。 国 舎 に いる は ず の パパ で し た 。/ Ји Ги, 
о о he ぼく を 見 まし た 。 そ 
в 
煙 を は いて いる の で し た 。 ぼ ぽ ぼく は 慌て て スイ ッ チ を 切り 、「 ぼ ぽく の 朝食 で 
す 。」 パ パ は 実は 小麦 燈 の こと な ん か どう で も よかっ た らし く 、 う な ず き 
も せ ず に 妙 な こと を 言い だ す の で し た 。 「 お まえ は 、 こ こ を 、 ど こ だ と 思 
591 「 ぼ く の 部 屋 で す 。」 


Ч 


3.2.2 # W |, A< L OOOH | 


第 二 部 「 バ ベル の 塔 の 狩 」 に は 、「 食 べ る 」「 飲 む 」 い ずれ も 用 例 な 
し 。 た だ し 、 語 り 手 「 ぼ く 」 が 「K.Antens cofin/ (K・ ア ン テ ン の 橋 ) 
J を 「K.Antens coffee」 と 「 読 みち が え 」 た 場面 が 描か れる 。 

コー ヒー? ぼ ば く の コ ー ヒ ー だ っ て ? グ ぼく は 驚い て し まい まし た 。 い っ 
た い 何 ん だ っ て いう ん だ ろう 。 陣 分 沢山 な コー ヒー だ 。 ざ っ と 見 積 っ て も 
五 百 ポン ド 、 時 価 で 四 十 万 円 、 大 変 な も の だ 。 だ が 、 そ れ を どう し よう っ 
て いう ん だ ろう ? 影 を 咲 っ た 代償 に と で も いう つも りな の だ ろう か ? い く 
ら な ん で も 、 そ れ は あん まり だ よ 。 た と え 、 世 界 中 の コー ヒー を 集め て き 
た っ て 、 コ ー ヒ ー は コー ヒー に すぎ な い 。/【[ 略 ] プ が 、 次 の 瞬間 、 ぼ ぽく 
は 箱 の 文字 を ひど く 読 みち が えて いた の に 気づき まし た 。 最 後 の 二 字 は 
ee で は な く i な の で し た 。 


3.2.3 第 三 部 「 赤 い 蘭 」 


Гаи С. Га] 「 飲 むせ 」 い ずれ も 用 例 な し 。 

「 洪 水 」 に は 、「 飲 む 」 が 二 例 ある 。 「 大 工場 主 」 が 口 に する 
кут S Теле, э, ТШ йл л 
する も の と し て 「 水 」 が 挙げ られ る 。 


= 0 


т Tm 


М 


前 接 後 接 

ある 朝 、 ある 大 工場 主 が 、 コ ー ヒ ー を | 飲も うと し て 情 を つけ た 瞬間 、 そ の た っ た 
一 杯 の コー ヒー に 湧 れ た り 、 グラ スー 
杯 の ウィ スキ ー に 湖 れ た り 、 

ある 政府 の 高官 な ど は こう 告白 し て | 飲む と き 、 コ ッ プ の 中 の 水 を 見 て 、 そ れ が も 
いる 。『 私 は 水 を は や 水 で ある と は 思え な い 。 


第 三 作 「 魔 潜 の チョ ー ク 」 に は 、「 ア ル ゴ ン 君 」 が 口 に する も の と し て 
「 パ ン 」 「 リ ン ゴ 」 「 バ ター」 「 砂 糖 」「 水 」 「 米 らし いも の 」 「 弁 当 」 
「 コ ー ヒ ー」 「 ウ ィ ス キー」 「 チ ー ズ 」 が 挙げ られ る 。 |! デル ラン 者 」【 
チョ ー ク を 使い 、 壁 に 「 野 球 の グロ ー ブ の よう な ジャ ム パ ン 」 「 バ ター 人 入 
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り の ロー ルパン 」 
ОВЕ 「 ヨ ラー モー1 


他 に 


「 下 の お か みさ ん が 焼い て いる 魚 、 多 
「 和 牛肉 」 が 描か れる 。 な お 、 
ー」 で あり 、 七 回 ( 


ルク グ | 
多く 現れ る の は 「 コ ー ヒ 


「 大 人 の 頭 ほ ども ある 食パン 」 
「 マ ッ チ 箱 ほ どの 
[し パン と バタ ー と 、 サ ー ジ ン の か ん 詰 と 、 そ れ に コー ヒ 


角砂糖 三 つ 」 を 描き 


「 書 瓦 ほ ども ある バタ ー 
、 次 の 日 に は 
ー」 を 描く 。 こ の 


Гмм] SA し て 「 肉 屋 で 揚げ て いる 豚肉 」 
ЭЙ | 
[魔法 た の チョ ー ク 」 


「 パ ン 菓 子 」 「 か ん 詰 」「 ミ 
に お いて も っ と も 


EQ 


前 接 


後 接 


そら 、 パ ン の 肌 を すべ っ て ゆく この 指 
の 感触 。 思い きっ て 、 こ の 


舌ざわり 


ー ア ル ゴ ン 君 、 こ れ で も 信じ られ な い 
と いう の か ? 


リン ゴ は リン ゴ の 味 (これ は 雪 リ ン ゴ 
だ ) 。 パン は パン の 味 (アメ リカ の 味 
だ ) 。 バタ ー は バタ ー の 味 ( 包 紙 の レ 
ッ テ ル と 同じ 中 味 。 マ ー ガ リン で は な 
い ) 、 砂 糖 は 砂糖 の 味 (甘い ) 。 ああ 、 
全部 本 物 の 味 だ 。 ナイ フ は 光っ て い 
て 、 е Z%2`O< b. いつ 
の 間 に 


食べ 


お わっ て いて 、 アル ゴン 君 は ほっ と し 
с し か し 何故 ほっ と し た の か 、 そ の 
を 想い 出す と 、 急 に また あわ て だ 
о ss こと つて 、 
し げ し げ と 観察 する 。 


уе 掌 に 
け に 一 リッ トル も 


うけ た 水 を た て つづ 


飲む 


と 、 ま だ も や に つつ まれ て 明け きら ぬ 
良し い 街 に 出 た 。 


食堂 の 炊事 場 か ら 流れ 出し て いる 下 
水 の 上 に 身 を と ど め 、 ね ば ね ば し た タ 
ー ル 様 の 汚水 に 手 を つっ こみ 、 何 や 
ら 引 出し た 。 籠 に な っ た 金網 だ っ た 。 
それ を 近く の 小川 で 洗う と 、 


食べ 


られ そう な も の が 残っ た 。 と り わ け 、 米 
らし いも の が その 半分 を 占め て いる の 
が 心強かっ た 。 そこ に 金網 を し か け て 
お く と 、 一 日 で 一 回 分 の 食物 に あり つ 
ける こと を 、 最近 彼 は アパ ー ト の 老人 
か ら 聞 き 知 っ た の だ っ た 。 老人 は 、 丁 
度 ひ と 月 ほど 前 か ら 、 そ の 分 だ け お か 
ら * が 買え る 身分 に な っ た の で 、 食堂 の 
下水 を 彼 に оаа 


в 「 生 活 と 芸術 に 
2-3[Н] 
ず 」 の 生活 が 続き 、「 
『 東 大 の 医 
髪 を か き あ ! 
23 年 『 終 り し 道 の 標 』 以来 


林 当 り 愛 の 『 上 巣箱 』 の 新進 
に は 、 安部 公房 と 妻 ・ 候 知子 へ の ] 
с 0 を 食べ て いた と いう 眞知子 の こ と ば が 


(Ес да Гохи ЧЛ (雑誌 


既に 4 年 美術 学校 出身 の 婦 


し た ЖЕМ オカ ラ に 
“£ ナ る 
か 間 借 を 追わ れ た あげ く 


の 夜 隙間 も る 粉雪 が 


り 生命 感 の あふ れる 
世に 憧 


取材 が 


医者 に 


げ な が ら 第 2 可 戦 後 文学 賞 に 輝く 27 歳 の 安倍 公房 君 は いう 
特異 な 筆 体 で 書き 続け て 来 た 努 力 が 実 を 結び 近 


作家 」 『 サ ン 写 真 新 聞 』 


(1951・4・25) 


揚 載 され て いる 。 ここ 


こ に 、 「 食 う や 食 
認 で きる 。 
\ と 決 , いし た ん で す 』 


り 


は な る ま 


ЯЛ 


昭和 


の 受賞 


作品 と な っ た も の 結婚 生活 


子 さ ん 
ж s. 
『 で も こ の 人 の た め 
少く と も 観念 的 で な く な り ま し た か ら 』 
ここ 文京 
分 を 借り 受け た の が 去年 の 10 月 床 も 壁 も すべ て が 2 人 の 手 で 作ら れ た 
原稿 用 紙 を ぬら し た こと も あっ た が 
喜び は 3 坪 半 の 小屋 を 私 ち 愛 の 『 巣 箱 』 に 変え て し まっ た 『 装 飾 的 な マチ ス よ 
ビ カ ン ソン の 方 が 好き で す 』 と 真知 子 さん 
童 れ る ん で す よ も っ と 社会 性 の ある 芸術 を と いう の が 念 


P ff 


(24) は 『2 3 年 は 食う や 食わ ず で 
も … ке J と 苦し くも 堪え て きた 
か えっ て よかっ た と 思い ま 
Ее, 幾度 
猪野 毛 さ ん の 好意 で ЕЕ 
新しい 生活 へ の 


谷 


『 僕 は 古代 や 中 
願 で すね 』 と 公房 才 
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YÜKI SASAK 


昨日 の 御馳走 を 想い 出す と 、 これ は ま | 食べ な く て は な ら ぬ の だ 。 くそ 、 これ が 現実 
た な ん て 泥 臭 く 、 ま ずい こと だ ろう 。 だ と いう や つき さ 。 
が 、 魔法 で は な く 、 実際 に 腹 の 足 し に 
な る と いう こと は か けが えも な く 大 事 
な こと で あっ た か ら 、 拒む こと が で き 
な い 。 喉 の 動き を ー ロ ご と に 意識 し な 
けれ ば な ら ぬ ほど まず く て も 、 
アル ゴン 君 は こわ ば っ た 無 表情 で うな | 分 け て も らい 、 自 動 的 に 深く 頭 を 下げ た ま 
ず き 、 い つも の よう に 弁当 を ま 外 に 出 た 。 
さら に 途中 の 古本 屋 で 目 に と まっ た 料 | 飲ん だ 。 その コー ヒー は 、 壁 か ら 描き 出し 
全集 を 一 冊 。 余っ た 金 で ユー ヒー を た コー ヒー と くら べ て 、 い ささ か も す 
ぐれ た 点 が ある と は 思え な か っ た 。 
まあ 、 た の し み は 先 に と っ て お いた ほ | や り な が ら ゆ っ くり 考え る こと に し た 。 
う が 賢 明 と 、 ウィスキー と チー ズ を 描 
いて 、 ち び ち び 
第 四 作 「 事 業 」 は 、 事 業 家 「 私 」 が 、「 人 口 過剰 」 を 「 合 理 的 」 に 解決 


する 方 法 と し て 「 食 用 を 目的 と する 殺人 の 合法 化 」 を 目 


指す と と も に 


「 人 肉 ソ ー セ ー ジ 」 を 作る た め の 機 械 「 ユ ー ト ピ ヤ 」 の 申請 書 「 作 制 」 の 
た め に 、「 彼 の 中 の 彼 」 に 相談 する と いう 内 容 で ある 。 ゆ ここ で は 、「 食 べ 
А] 「 飲 む な 」 い ずれ も 用 例 は な い が 、「 人 了 肉 」 に 関す る 記述 が み ら れ る 。 
前 接 後 接 
さて 、 私 の 新しい 事業 が いか な る も の | 口当り の いい 人 肉 に 切替 えた わけ で ある 。 
で ある か 、 賢明 な る 貴 下 に は すでに お 
気付 きのこ と で あろ う 。 いか に も 、 そ の 
と お り 、 一 言 に し て 言え ば 、 ЖЫ 
肉 か ら 、 よ り 豊 富 で 採取 に 便利 な 、 し 
か も 一 段 と 
ね が わく は 、 近い 御 来訪 を お 待ち す | 歯 ざ わり | は 格別 で ある 。 ) の 丸 焼 が 、 特 に 附 

る 。 心から の 歓迎 が 貴 下 を お 迎え す け 加 えら れ 、 用 意 さ れる で あろ うこ と 
Е 当日 の メニ ュー に は 、 腹 を 、 お 誘い の 言葉 と し て 申し そえ て お 

こと バタ ー と 香料 を つめ 、 密 に つけ た く 次 第 で ある 。 

月 の 胎児 (食べ ご ろ で ある 。 と り 

わけ 軟骨 の 
た くま し く そし て お お ら か に 芸術 に 生き ぬく 若い 力 を 今日 も や 晩 春 の 陽光 
が 包ん で いる 庭 の 焼 跡 に 残っ た 1 本 の 若木 も 相 寄 る 魂 の 成長 を 見 守っ て い 


る よう だ .…… (原文 ママ ) 


公房 と 眞知子 は 47 年 4 月 に 結婚 。 この 新聞 


記事 に は 、 安部 夫婦 の 家 が 名 荷 谷 に ある 


こと が 書か れ て いる が 、48 年 1 月 まで は 仮住まい 先 を 転々 と する 生活 を 送っ て お り 、 48 


年 1 月 か ら S0 年 10 月 まで は 、 画家 ・ 板 倉 替 治 宅 に 
順 、 挿絵 を 手がけ る こと も あっ た 。 例え ば 、 

奥付 な し ・ 推 

請求 番号 : サ サキ /772) の 


部 眞知子 は 、 安部 作品 の 装 
ー ク 」 『 世 紀和 群 』 (19s0・12、 
庫 で 確認 、 


間借り し て いた 。 


л 


定 、 広島 大 学 中 央 図書 


ЕН 2 K 


眞 知 と も 名 乗っ た 安 


「 魔 法 の チョ 
基 一 記念 文 


扉 も 眞 知 が 担当 。 


9 ロシア 文学 に ソー セー ジ が モチ ー フ と な る 『 羨 望 』 (Olesha TUrii Karlovich 作 、 原題 


Зависть, 1927) が ある 。 
38 


「 事 業 」 と の つなが り 


は ある か 。 


3.3 同時 代 と の 関連 性 
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『 壁 』 そ れ ぞ れ の 作品 に お いて 、 作 中 人 物 た ち は な ぜ 食 べべ る の か 。 それ 
は 、 空 腹 を 満た す た め 、 栄 養 補 給 の た め 、 す な わ ち 生理 的 欲求 を 満た す 
た めで ある 。 食 に 楽し み を 見 出し て いる も の は 、 第 三 部 の 後半 二 作 「 魔 
法 の チョ ー ク 」 の 「 ア ル ゴ ン 君 」 お よび 、「 事 業 」 の 「 私 」 の 各 一 例 の 
み で ある 。 


それ に 対し 、 飲 み 物 は 、 ど うだ ろう か 。 
が 飲 ゃ も の 、 そ れ は 大 きく 分 け て 三 つ 、 す な わ ち 、 水 、 コ ー ヒ ー、 


『 警 』 に お いて 作 中 人 物 た ち 


74 


スキ ー で ある 。 こ の うち 、 コ ー ヒ ー と ウィ スキ ー は 、 嗜 好 品 と いえ る も 


の で ある 。 特に 、 
+ я 


Š 


と いう こと が 書か れる 。 
農林 省 は 近く 六 大 都市 お よび 広島 、 福 岡 、 札 幌 の 三 都市 の 一 般 家 庭 


に 輸入 コー ヒー を 和香 
ンド ФУ 
次 の 1950 年 の 『 朝 


р ñ 


コッ ム 
ポロ 


ミー ビー は 


E ず 、1948 年 の 『 
「 輸 入 コ ー ヒ ー」 を 希望 する 「 一 般 家 庭 」 に 


E 内 に 希望 配給 する 、 数 量 は 一 
їп 


日 新聞 』 の 記事 に は 、 


方 法 は 食料 


[Зе] 全体 を 通し て 、 一 八 回 
ヒー が 描か れる の か 、1950 年 前 後 の 新聞 記事 を 参照 し つつ 、 同 時 
代 の 状況 と そ み てい こう 。 


。 ここ に は 、 


現れ る 。 な 


読売 新聞 』 の 記事 ? を 引用 す 
[配給 する 」 


世帯 当り 四 分 の 一 ポ 


団 を 通じ か ん 詰 疹 録 店 か ら 購 入 
「 戦 後 初め て 」 「 コ ー ヒ ー 


が 輸入 され 」 る こと が 書か れ 、 広 く 味 わ え る よう に な る こと へ の 期待 が 
み ら れ る 。 


戦後 初め て イン ド ネ シア 、 
る 、 通 産 省 で 三 十 日 発表 し た 
表 さ れ た 日 人 通商 協定 中 に ふ 
ー そ の 他 で 年 間 約 一 チト ン 程 
第 一 船 は お そく も 人 月 


ば 一 般 家 庭 は 
が 現在 の 市 1 
上 の 『 朝 日 


新聞 』 と 同日 


目安 が 確認 で きる 。 З 


JH 
ゴム 、 マ ン ガ ン 鉱 な ど と と も (!【 


正式 調印 され た 対 イ ンド ネシア と の 通商 協定 に より ヤシ 油 、 


度 輸入 し た いと いつ て いる 、 
旬 に は 入港 する と いう 、 こ の コー ヒー が 入れ 
も ちろ ん 喫茶 店 な ど で 本 場 の ジャ ワ ソ 、 ブ ラジ ルコ ー ヒ ー 
j の 半値 ぐら いで 味 え る よう に な る 


中 南米 か ら 香 り 高 い コ ユー ヒー が 輸入 され 
本 ・ イ ンド ネシア 通商 協定 や さき に 発 
くま れ て いる も の で 、 通 産 省 で は コー ヒ 


コー ビー の 


に 発行 され た 『 読 売 新 聞 』 の 記事 で は 価格 の 
Гат 
ココ ア 豆 が 年 間 一 千 


< 


待望 の コー ヒー、 


トン 前 後 輸 入 さ れる こと に な っ た が 、 さ し あたり 七 月 一 九 月 間 に 二 三 


「 配 給 


「 お 待 か ね 、 輸 入 コ ー ヒ ー 
・1) & 


kT 


ГУЕ 


レミ ベル の 


J と 


E 党 に 


ЕЮНШ] (1950. 
\ う 記述 が 


ある 。 作品 の 記述 を 信 
し た と 考え られ る 。 裏 を 返せ ば 、 戦後 か ら 19s0 年 7 月 まで の 


ジャ ワ か ら 来 月 


朗報 」『 読 売 新聞 』(19s0・7・1) 朝刊 2 面 。 
に は コー ヒー が 「 五 百 ポ ンド 、 時 価 
H す る な ら 、 こ の 二 か 


S * 13 1) 


輸入 コー ヒー」『 読 売 新 聞 』 (1948・11・5) 朝刊 3 面 。 
旬 に は 第 一 船 」『 朝 日 新聞 』 (1950-7 


『 個 で 四 十 万 
月 で 価格 が 急激 に 変動 
本 に お いて 、 嗜 好 品 と し 


て の コー ヒー の 価値 は 極め て 高かっ た と いえ る の で は な い だ ろ うか 。 
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百 ト ン は 入荷 する 見 込み で 、 お 値段 も ポン ド 七 、 八 十 セ ント (Са 
FH 百 九 十 円 ) 見 当 で 喫茶 店 の 一 ぽい 五 、 六 十 円 の コー ヒー も 半 
直近 くに な る だ ろう と は 通産 省 市 場 三 課 の 見 通し 
併せ て 、 ウ ィ ス キー も みて お こ う 。 次 の 引用 は 、『 朝 日 新聞 』 の 記事 
で あり 、 こ こ に ウィ スキ ー に 関す る 記述 が ある 。 
ウィ スキ ー いわ ゆる 雑 酒類 は 四 月 か ら す べ て 統制 を 外さ れ た 。 才 
芽 か ら 蒸留 し た 本 物 を 三 年 以上 タル で 貯蔵 し た も の を わずか 含む 一 級 
品 、 銘 柄 指定 の サン トリ ー、 ニ ッ カ 、 ト ミー、 モ ルト 、 キ ング な ど が 
モニ O 〇 ce 一 三 互 〇 円 も する の に 、 最 近 本 物 三 割 以 上 の レア ・ オ ー ル ド 
と 称す る 特級 品 が 一 本 千 八 百 円 で お 目 見 得 し た 。 酒場 で は ハイ ボー ル 
百 円 、 レ ア ・ オ ー ル ド が 百 三 十 円 。 酒 の 広告 が 新聞 に 現れ る よう に な 
っ た の も 、 質 の 向上 を 目指 す 自 由 競 争 の 現れ だ が 、 と に か く 高 い 。 
記事 の 一 行 目 に 「 統 制 を 外さ れ た 」 と いう 表現 が みえ る 。 戦後 し ば ら 
く は 言論 だ け で な く 食 料 品 に も 統制 が あっ た 。 表 9 に は 、 主 な 食料 品 の 統 
制 撤廃 の 時 期 を 示し た 。 


表 9 
эл na 年 月 日 ге: 所収 作品 
на-ж " {945 
= чө 
野 業 а 1949 
з 5. 2лткоюи (RIS) 
m а 
АРАА ЕА t E, 5 5 оло (Ш) 
調味 料 (みそ ・ し ょ う ゆ な ど ) т 1950 
コー ヒー の 輸入 再開 
IO 事業 
jz VN 3 
魔法 の チョ ー ク 
2  S・ カ ル マ 氏 の 犯 陳 
ми (ж. жыш) з 195! 
5 СЛС 
tü 5 1952 


4. お わり に 今後 の 展望 


зз で 、『 璧 』 の 作 中 人 物 た ち は 、 生 理 的 欲求 を 満た す た め に 食事 を し 
о G л е, я 


а 「 戦 後 酒 の 生態 」『 朝 日 新聞 』 (1950 +6 +15) 朝刊 4 面 。 
з 「 甘 味 」「 酸 味 」「 塩 味 」「 若 味 」「 う ま 味 」 の 五 つ 。 野 林 厚 志 [ 編 ]『 世 界 の 食 文化 百 
科 事 典 』 (丸善 出版 、2021) 5248, 
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る も の が 
と も な い 。 
いる 用 例 が み ら れ 、 
の 動 
それ と 同時 に 、 
も 確認 で きる が 、 


а ЕН Е 
Ш ОАА, 


[Bs] | 


Шо = 
=, 


作 を 導く 役割 を 
同時 代 評 の 


こ お い て 「 食 事 」? 


ヒー」 に つ 
この 人 物 は 
場面 は 描 


飲み 物 の 種類 
き 」) 、 つ まり 、 


に 集約 され る こと に つなが っ て し 
一 部 TS・ カ ル マ 氏 の 犯罪 」 の 文体 に ( 


の 文体 、 特 に 第 


26 


例え ば 、 


か れ な い 。 
し よら りら と し た の で は な いか 。 


と は ! 
食べ 物 の 


бо у ` 
な いか と も 考え られ る 。 


КА 


% つ まり 、 
し か し な が ら 、 そ れ を 
を 限定 する 必要 が あり 、 そ れ が 「 市 
「 資 本 家 と 労働 # 


ま ぼ な く 、 


食べ 物 を 描 


СЕ, 
ана 
く こ と ! 


に 


ば 、 飲 み 物 の 中 で 
「 大 工場 主 」 
者 以外 が 


安部 は 飲み 物 に よ 


の 


た 。 」(「S・ カ ル マ 氏 の 犯罪 」 ) 、 


ル も 飲む と 、 まだ も や に つつ まれ て 明 け き ら ぬ 寂し い 街 に 


「 共 同 水道 で 、 掌 に う 


ЯВА 2 


その 理 
、 性 格 を 規定 し よう と し た の で は 
Hz b Z < 

(「 洪 水 」) で あり 、 
「 ユ ー ヒ 
よっ て 階級 の 違い を 表現 
明確 に する た め に は 、 


民 」 


E っ た の で は な いか 。 


けた 
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食事 を 楽 しむ 場面 が 描か れる こ 
示す 表現 ? が 共 
よ 、 食 べ 物 その も の と いう より 、 次 
十 与 する た めで ある と も 考え られ る 。 

「 乾 いた 文体 」 を し て いる と いう も の 
即 物 的 と も いえ る 表現 に な っ て いる の は 、 当 時 安部 が 強 


起 し て 


それ で も 
を 考え た と き 、 


次 場 する 「 コ ー 


ヒー」 を 口 に する 


(ГЕЈ Гел 


間 に 属 する 人 」? の よう な 人 物 像 


安部 目 身 、 [нё] 
意識 的 で あっ た 


а 水 を 飲む と 、 急 に 心 が ふ さ ぎ 、 悲し く な り ま し 
を た て つづ け に ーー リット 
出 た 。 」(「 魔 法 の チョ ー 


ク 」 ) な ど が それ に 該当 する と いえ よう 。 

? 河上 徹 太郎 ・ 河 森 好 蔵 ・ 中 村 光 夫 ・ 山 本 健吉 「 座 談 会 今年 の 小説 の 収穫 は 何 か 」『 
文学 界 』 (1951-12) 内 、 山本 健吉 の 言 。 

з» 雇用 者 で な い 作 中 人 物 の うち 、「 コ ユー ヒー」 を 飲ん で いた の は 、「 貧 し い 画家 」 で ある 「 


ТУНУ (M02321) で ある 。 た だ し 人 が ん で 
壁 に 描き 出し た 「 コ ー ヒ ー」 で あり 、 壁 に # 
Japan Knowledge Lib 参 照 。 https://japanknowledge.com/Hib/search/basic/index.htm- 
iq1=%ES%B0%8F%ES9%B8%82%E6%B09691 (2021 年 4 月 
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と 改題 され 、『 猛 獣 の 心 に 
あの ころ 私 は し きり と ナン セン ス な 文 
章 一 S・ カ ル マ 氏 の 犯罪 の 一 を 分 析 し て くだ さっ た 市 川 = 
り 、 ИСА L TE 
が 意識 的 で ある こと は 、 私 の 他 の 作品 と 
Z ОШ) / プ 「 の で 」「 か ら 」 等 の 接続 助詞 の 多 出 も 、 
も の だ 。 関節 の 単純 さ の た め に 
る こと に よっ て か えっ て 謎 めい て くる 、 あの マリ オ ネ ッ ト の と ( 


いも の だ 。 ある い は E か ら 飛 躍 で き な い 、 子 供 


に 似 た も の だ 。 


空腹 の せい か も し れ な いと / 


が 


反復 で や る だ け で な く 、 
いた の だ と いう こと が 分 か る 。 彼 
そう と 努力 する 。 そこ で 空腹 の せ 


計算 器 


ШУЛ 


し た 部 分 な ど は 


* の 手 を 』 (平凡 社 、 


比較 し て m 


、 す べ て の 行動 


を た や すく 


、 ゆ しろ その 意識 的 な 工 
『 ば 分 か る こと と 居 


いた だ けり 
同様 に 


у 「 コ ユー ヒー」 は 、 


苗 き 出し た 金 で 得 た 「 コ ー ヒ ー」 で あっ た 。 


H1 日 閲覧 ) 
房 「 私 の 文章 」『 言 語 生活 』 49 (1955・10) 56-589, 後 、 
Е 1957) に 所 収 。 

章 を 書く よう に 努力 し て いた 。 


「S・ カ ル マ 氏 の 素 姓 」 


私 の 文 
氏 が 、 説明 的 で あ 
夫 で ある 。 これ 


0) 


ое "ちな い 


LO C, 食堂 に 行 
(そう で な く て も 行っ た の で し ょ う が ) 
の 関係 に つい て 、 い ま 少 し 立入 っ て み 』】 


( イ ) 


身 の 中 に 、( ロ ) が 


は まず 


ば 、 こ の 主人 公 の 発想 が 、 単 ( 


出 て くる 必 と すでに 
分 の 空虚 感 に 不安 を 感じ 、 そ の 理 


も でき 、 予 見 で きす ぎ 
まけ た お か し さ に 近 


の 「 理 由 さ が し 」 の こっ けい さ 


こ ( イ ) а (н) 
包 し て 
を さ が 


か も し れ な いと 


思っ て 、 食堂 に 行く の だ が 、 本 当 に 
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Kk2 G&22š. ЖК ЗЕ | Эз Я оС, [EL [Eš] に 
与え て し まっ た の で は な いか 。 
安部 が 、「 多 様 な 文体 や 方 法 上 の 実験 を 試み 」 た と いう の は 、 本 多 秋 五 
1 の こと ば で あっ た 。 後 年 、 SI 
思い だ す た び に 、 自 分 の 空想 力 の 豊富 、 わ れ な が ら 感 嘆 す る 」 や と 
Е в 多様 な 文体 と いう の は 

あく まで 印象 に とどまっ て お り 、 そ れ が どの よう に 変わ っ た の か は 明らか 
に され て いな い 。 安部 が 作 中 で 使っ た 語 臣 や 表現 を 計量 的 に みて いく こと 
で 、 具 体 的 に どの よう に 文体 が 変 遷 し て いっ た か を 知る こと が で きる と 考 
える 。 今後 、 ど の よう な 表現 に 安部 らし さがみ られ る の か 、 そ れ も 含 め 、 
安部 文学 を 探っ て いき た い 。 


[付記 ] 


安部 作品 及び 発言 の 引用 は 、 特 記し た も の を 除い て 『 安 部 公房 全集 』 ( 全 
30 巻 、 新 潮 社 、1997・7~2009・3) に 拠っ た 。 

その 他 の 引用 は 、 特 記し た も の を 除い て 初出 に 拠り 、 漢 字 は 通行 の 字体 
を 用 いた 。 た だ し 、 固有 名 詞 な ど 必 要 と 思わ れる 個所 に は 、 旧 字体 や 異 
体 字 ・ 俗 字 の 類 を 残し た 場合 が ある 。 

| J 内 の 注記 お よび 引用 文中 の 傍 線 は 佐々 木 に より 、 改 行 は 「/」 で 
示 し た 。 
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